
【万
葉
古
代
学
研
究
費
報
】

平
成
二
十
三
年
度

二
月

四
日

万
葉
文
化
館
主
催
の

｢新
春
万
葉
か
る
た
大
会
｣
に
お
い
て
'

竹
本
晃
主
任
研
究
員

(以
下
､
竹
本
研
究
員
と
略
す
)
と
小

倉
久
美
子
研
究
員
が
審
判
長
を
務
め
る
｡

二
月

五
日

桜
井
市
観
光
協
会
主
催
の

｢万
葉
の
ふ
る
さ
と
さ
く
ら
い
｣

講
座

(会
場

‥
桜
井
市
立
図
書
館
)
に
お
い
て
､
井
上
さ
や

か
主
任
研
究
員

(以
下
､
井
上
研
究
員
と
略
す
)
が

｢水
辺

の
万
葉
歌
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二
月

六
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義

Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣

(第
十
四
回
)
を
講

義
｡

二
月

二

日

第
五
〇
回
研
究
所
講
座
で
'
宇
多
喜
代
子
氏

(俳
人

･
現
代

俳
句
協
会
長
)
が

｢俳
句
の
現
代
と
俳
句
の
可
能
性
｣
と
題

し
て
講
演
｡

二
月

二
二
日

友
の
会
共
催
講
座

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
異
知
夫
研

究
所
長
が

｢天
孫
降
臨

Ⅲ国
譲
の
交
渉

用｣
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
の
定
期
試
験
を
実
施
.

二
月

一
九
日

｢日
本
風
景
街
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
奈
良
-
歴
史
で
つ
な
ぐ

大
和

へ
の
み
ち
ー
｣
で
小
倉
研
究
員
が
歴
史
体
感
ツ
ア
ー
の

講
話

･
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

二
月
二
〇
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(下
)
二
二
三
～
二
二
七
番
歌
｣
を
講
義
｡

二
月
二
五
日

万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
に
お
い
て
､
井
上
研
究

員
が

｢万
葉
集
の
基
礎
知
識
｣
に
つ
い
て
講
義
｡

二
月
二
六
日

万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
の
実
地
研
修
Ⅱ
に
お
い

て
､
竹
本
研
究
員
と
小
倉
研
究
員
が
実
地
研
修
の
講
師
を
務

め
る
｡

三
月

三
日

か
ぎ
ろ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
主
催
の
講
座

(会
場

‥
桜

井
市
木
材
振
興
セ
ン
タ
ー
)
で
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

磐
余
-
"
心
の
系
譜
″
で
読
み
解
く
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

三
月

四
日

第
五

一
回
研
究
所
講
座

(友
の
会
と
共
催
)
で
'
佐
佐
木
幸

綱
氏

(歌
人

･
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
)
が

｢旅
の
歌
｣
と

題
し
て
講
演
｡

三
月

一
一
日

第
四
回
主
宰
共
同
研
究

｢飛
鳥
か
ら
の
発
信
-
万
葉
古
代
学

の
地
平
-
｣
(代
表

･
寺
川
真
知
夫
万
葉
古
代
学
研
究
所
長

･

同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授
)
の
第
六
回
共
同
研
究
会
を
開

催
｡
阿
部

一
東
洋
学
園
大
学
教
授
が

｢古
代
日
本
の
歴
代
遷

宮
と
家
族
シ
ス
テ
ム
｣
を
報
告
｡
そ
の
後
､
河
内
飛
鳥
を
踏
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査
し
'
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
｡

三
月

二
二
日

第
六
回
委
託
共
同
研
究

｢
『
万
葉
集
』
と
歌
木
簡
-
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
詩
歌
の
場
と
記
録
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
I
｣
(代

表
･多
田
伊
織
皇
学
館
大
学
講
師
･
研
究
員
)
の
第
四
回
共
同

研
究
会
を
開
催
｡

三
月

一
五
日

『
万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
』
第

一
〇
号

(
一
〇
周
年
記
念

号
)
を
発
行
｡

宮
崎
日
々
新
聞
社
の

『古
事
記
』

二
二
〇
〇
年
に
関
わ
る
取

材
に
､
井
上
研
究
員
が
対
応
｡

三
月

一
七
日

｢風
景
街
道

｢伊
勢
街
道
｣
東
国
へ
の
旅

･
初
瀬
～
宇
陀
を

歩
く
｣
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢古
代
に
お
け
る
初
瀬

･

宇
陀
の
位
置
づ
け
｣
と
題
し
て
講
演
｡

三
月

一
八
日

奈
良
県
主
催

｢第
三
回
N
A
R
A
万
葉
世
界
賞
｣
の
贈
呈
式

を
実
施
｡
授
賞
記
念
講
演
と
し
て
､
エ
ド
ウ
ィ
ン
･
ク
ラ
ン

ス
ト
ン
氏

(
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
)
が
､

｢夜
具
多
知

･

世
具
多
知

‥
万
葉
歌
人
の
過
去

へ
の
あ
こ
が
れ
｣
と
題
し
て

講
演
｡
特
別
講
演
と
し
て
'
同
賞
審
査
員
で
あ
る
五
木
寛
之

氏

(作
家
)
が
､

｢歌
の
力
｣
と
題
し
て
講
演
｡

三
月

一
九
日

友
の
会
共
催
講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
小
倉
研
究
員
が

｢巻
二
の
世
界

(下
)
二
二
八
～
二
三
四
番
歌
｣
を
講
義
｡

三
月
三
〇
日

東
京
都
中
央
区
主
催

(会
場

‥
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
館
)
の
文
学

講
座
で
､
井
上
研
究
員
が

｢天
武
天
皇
と
飛
鳥
-
記
紀
万
葉

か
ら
見
え
る
も
の
ー
｣
を
講
演
｡

三
月
三

一
日

財
団
法
人
奈
良
県
万
葉
文
化
振
興
財
団
が
解
散
｡

平
成
二
十
四
年
度

四
月

一
日

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
が
県
直
営
施
設
と
な
る
｡
奈
良
県
立

万
葉
文
化
館
企
画
普
及
課
万
葉
古
代
学
係
に
､
井
上
さ
や
か

主
任
研
究
員
､
竹
本
晃
主
任
研
究
員

(以
下
､
研
究
員
と
略

す
)
､
小
倉
久
美
子
主
任
技
師

(以
下
､
技
師
と
略
す
)
が

着
任
｡

テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン

｢遠
く
へ
行
き
た
い
｣
の
取
材
に
､

井
上
研
究
員
が
対
応
｡

四
月

八
日

宮
崎
市
長
の
館
内
視
察
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が
解
説
｡

四
月

一
〇
日

テ
レ
ビ
番
組

｢遠
く

へ
行
き
た
い
～
古
事
記
片
手
に
大
和
路

幻
想

～

｣

(旅
人

‥
宮
本
亜
門
氏
)
の
撮
影
に
､
井
上
研
究

員
が
対
応

(五
月

二
二
日
放
送
､
平
成
二
五
年

一
月
三
日
再

放
送
)
0

四
月

二
二
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義

-
1
万
葉
文
化
論
-
｣

(第

一
回
)
を
講
義
｡

四
月

一
四
日

友
の
会
主
催

｢記
紀
万
葉
ウ
オ
ー
ク
③

鹿
と
大
仏
だ
け
で

な
い
奈
良
の
名
所

へ
｣
で
'
井
上
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務

-146-



め
る
｡

四
月

一
六
日

友
の
会
共
催
講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
小
倉
技
師
が

｢巻

三
の
世
界

(上
)
二
三
五
～
二
四
四
番
歌
｣
を
講
義
｡

四
月
二
〇
日

奈
良
県
高
齢
者
大
学
O
B
会
主
催
の
講
座
で
､
井
上
研
究
員

が

｢古
事
記
と
万
葉
集
-
飛
鳥
を
中
心
に
-
｣
を
講
演
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
菓
文
化
論
-
｣

(第
二
回
)
を
講
義
.

四
月
二
二
日

第
四
回
主
宰
共
同
研
究

｢飛
鳥
か
ら
の
発
信
-
万
葉
古
代
学

の
地
平
-
｣
の
第
七
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
寺
川
鼻
知
夫

同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授
が

｢石
と
巨
木
の
飛
鳥
｣
を
報

告
｡
ま
た
'
第

一
年
次
の
研
究
状
況
の
報
告
と
､
今
年
度
の

計
画
お
よ
び
実
施
予
定
日
程
な
ど
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
｡

四
月
二
七
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
≡
回
)
を
講
義
｡

四
月
二
八
日

奈
良
県
な
ら
の
魅
力
創
造
課
発
行

『
な
ら
記
紀

･
万
葉
名
所

図
会
-
古
事
記
子
ど
も
編
』
の
取
材
に
､
井
上
研
究
員
が
対

応
｡

五
月

六
日

特
別
講
演
会

｢日
本
の
始
原
を
間
う
ー
万
葉
古
代
学
を
め
ぐ

っ
て
-
｣
を
実
施
｡
中
西
進
氏

(万
葉
文
化
館
名
誉
館
長

･

富
山
県
立
高
志
の
国
文
学
館
長
)
が

｢
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と

万
葉
集
｣
､
寺
川
真
知
夫
氏

(元
万
葉
古
代
学
研
究
所
長

･

同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授
)
が

｢嫉
妬
と
嘆
き
1
記
紀
万

葉
の
イ
ワ
ノ
ヒ
メ
ー
｣
､
上
野
誠
氏

(元
万
葉
古
代
学
研
究

所
副
所
長

･
奈
良
大
学
教
授
)
が

｢原
罪
と
原
恩
-
万
葉
び

と
の
思
惟
か
ら
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

第
四
回
主
宰
共
同
研
究

｢飛
鳥
か
ら
の
発
信
-
万
葉
古
代
学

の
地
平
-
｣
の
第
八
回
研
究
会
を
開
催
｡
特
別
講
演
会
を
聴

講
し
､
そ
の
後
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
｡

五
月

一
一
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
I
I
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
四
回
)
を
講
義
.

五
月

一
八
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
I
I
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
五
回
)
を
講
義
｡

五
月
二

一
日

友
の
会
共
催
講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢巻
三
の
世
界

(上
)
二
四
五
～
二
五
六
番
歌
｣
を
講
義
｡

五
月
二
五
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
六
回
)
を
講
義
｡

五
月
三

一
日

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ロ
ー
ヤ
ン
･
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
教

育
旅
行
で
'
小
倉
技
師
が
万
葉
集
ミ
ニ
講
座
の
講
師
を
務
め

る
｡

六
月

一
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅰ
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
七
回
)
を
講
義
｡
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六
月

二
日

友

の
会
主
催

｢記
紀
万
葉
ウ
オ

ー
ク
④

国
中
の
要
衝

田
原

本
周
辺
を
歩
く
｣
で
､
竹
本
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

六
月

七
日

奈
良
県
地
域
産
業
課
か
ら
の
調
査
依
頼
に
基
づ
き
､
海
石
棺

市

の
概
要
に

つ
い
て
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
竹
本
研
究
員
が
対

応
｡

六
月

八
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
菓
文
化
論
卜
｣

(第
八
回
)
を
講
義
｡

六
月

一
五
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第
九
回
)
を
講
義
｡

六
月

一
六
日

万
葉
文
化
館
万
葉
講
演
会
｢日
本
画
家
森
田
り
え
子
に
聞
く
｣

に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が
森
田
り
え
子
氏

(日
本
画
家
)

と
対
談
｡

六
月

一
七
日

よ
み
う
り
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
古
事
記

二
二
〇
〇
年
記
念

講
座

(会
場

‥
よ
み
う
り
文
化
セ
ン
タ
ー
京
都
校
)
に
お
い

て
､
井
上
研
究
員
が

｢
『
古
事
記
』
の
中
の
神

々
｣
を
講
演
｡

六
月

一
八
日

友

の
会
共
催
講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
研
究
員
が

｢巻
三
の
世
界

(上
)
二
五
七

～
二
六
六
番
歌
｣
を
講
義
｡

六
月
二
二
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
1
｣

(第

一
〇
回
)
を
講
義
｡

六
月
二
四
日

う
る
わ
し
の
桜
井
を

つ
く
る
会
主
催
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(会
場

･
桜
井
市
立
図
書
館
)
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
恋
歌
｣
を
講
演
｡

六
月
二
九
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
菓
文
化
論
-
｣

(第

二

回
)
を
講
義
｡

七
月

一
日

美
夫
君
志
会
全
国
大
会

(会
場

‥
中
京
大
学
ヤ

マ
テ
ホ

ー
ル
)

で
､
竹
本
研
究
員
が

｢あ
さ
な
ぎ
木
簡
の
書
記
者
｣
と
題
し

て
研
究
発
表
｡

L
e

t.s
stud
y
w
i
t
h
宮
本
亜
門
主
催
の

｢H
a
p
p
y
B
ir
t
hday

古
事
記

-uooth｣

(会
場

‥
渋
谷
サ
ン
デ
ー

･
イ
シ

ュ
ー
)

に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が
宮
本
亜
門
氏

(浜
出
家
)
と
対

談
｡
宮
本
氏
'
五
月
女
ケ
イ
子
氏

(イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
)
'

福
岡

ユ
タ
カ
氏

(音
楽
家
)
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト

ー
ク
｡

七
月

六
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第

二

一回
)
を
講
義
｡

七
月

二
二
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
菓
文
化
論
-
｣

(第

二
二
回
)
を
講
義
｡

七
月

一
五
日

第
四
回
主
宰
共
同
研
究

｢飛
鳥
か
ら
の
発
信
-
万
葉
古
代
学

の
地
平
-
｣
の
第
九
回
研
究
会
を
開
催
｡
明
日
香
村
内
を
踏

査
L
t
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
｡

七
月

一
六
日

第
四
回
主
宰
共
同
研
究

｢飛
鳥
か
ら
の
発
信
-
万
葉
古
代
学

の
地
平
-
｣
の
第
十
回
研
究
会
を
開
催
｡
小
倉
技
師
が

｢歌

銘
に
み
る
万
葉
歌
の
享
受
｣
を
報
告
｡
招
碑
講
師
と
し
て
相
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七
月

一
七
日

七
月
二
〇
日

原
嘉
之
明
日
香
村
教
育
委
員
会
文
化
財
課
調
整
員
が

｢
7
世

紀
前
半
の
飛
鳥
の
景
観
｣
に
つ
い
て
講
義
｡

奈
良
県
河
川
課
主
催

｢山
の
日

･
川
の
日
｣
ゥ
オ
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が
明
日
香
川
周
辺
を
め
ぐ
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
引
率
講
師
を
務
め
'

｢川
の
万
葉
集
を
廻

る
｣
と
題
し
て
講
演
｡

斎
友
軍
奈
良
県
海
外
技
術
研
修
員
が
着
任
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義

I
I
万
葉
文
化
論

-
｣

(第

1
四
回
)
を
講
義
.

七
月
二
三
日

友
の
会
共
催
講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
小
倉
技
師
が

｢巻

三
の
世
界

(上
)
二
六
七

～
二
七
八
番
歌
｣
を
講
義
｡

七
月
二
五
日

森
林
整
備
課
主
催
の

｢記
紀
万
葉
鳥
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
｣

(
一
次
審
査
)
の
審
査
員
を
､
井
上
研
究
員
が
務
め
る
｡

七
月
二
六
日

奈
良
県
記
紀

･
万
葉
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
会
議
に
'

井
上
研
究
員
が
出
席
｡

七
月
二
七
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
'
竹
本
研
究
員
が
講
師
を

つ
と

め
る
｡

J
T
B
社
員
研
修
の
た
め
の
万
葉
文
化
館
講
座
に
お
い
て
､

井
上
研
究
員
が
講
師
を
務
め
る
｡

七
月
二
八
日

七
月
三
〇
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
､
小
倉
技
師
が
講
師
を
務
め
る
｡

来
館
し
た
早
稲
田
実
業
学
校
中
等
部
生
徒
の
卒
業
研
究
の
指

導
を
'
小
倉
技
師
が
務
め
る
｡

八
月

三
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義

1
-
万
葉
文
化
論
-
｣

(第

一
五
回
)
を
実
施
｡

八
月

五
日

第
五
二
回
万
葉
古
代
学
講
座
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢
『
古
事

記
』
の
編
纂
と
古
代
氏
族
｣
を
講
義
｡

八
月

九
日

千
葉
大
学
文
学
部
兼
岡
准
教
授

一
行
の
来
館
に
際
し
て
'
井

上
研
究
員
が
館
内
を
案
内
｡

八
月

一
九
日

第

一
七
回
万
葉
古
代
学
東
京
講
座
で
､
小
倉
技
師
が

｢平
安

時
代
の
万
葉
集
｣
と
題
し
て
講
演
｡

八
月
二
〇
日

友
の
会
共
催
講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢巻
三
の
世
界

(上
)
二
七
九

～
二
八
八
番
歌
｣
を
講
義
｡

八
月
二
四
～
二
六
日

奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
催

で
'
二
〇
二

一年
度
若
手
研
究
者
支
援
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
｢古

代
日
本
語
と

『
古
事
記
』
｣
を
開
催
｡
二
五
日
に
万
葉
文
化

館
企
画
展
示
室
に
お
い
て
'
公
開
講
演
会
と
し
て

｢古
事
記

の
構
想
-
天
照
大
御
神
と
鏡
を
中
心
に
-

｣
毛
利
正
守
氏
(皇

畢
館
大
学
教
授
)
'

｢古
事
記
は
よ
め
た
か
-
万
葉
人
は
古

事
記
を
ど
う
よ
ん
だ
の
か
-
｣
奥
村
悦
三
氏

(奈
良
女
子
大

学
教
授
)
'

｢
『
古
事
記
』
歌
謡
の
こ
と
ば
｣
山
口

佳
紀

(聖

心
女
子
大
学
名
誉
教
授
)
を
､
そ
の
後
､
内
田
賢
徳
氏

(京

都
大
学
名
誉
教
授
)
を
司
会
に
'
毛
利
氏
'
奥
村
氏
､
山
口
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氏
ら
に
よ
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
｡
二
四
日
は
奈
良

女
子
大
学
で
万
葉
語
学
文
学
研
究
会
共
催
の
研
究
発
表
会
､

二
六
日
は
臨
地
研
修
が
実
施
さ
れ
た
｡

八
月
三

〇
日

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
㈱
教
育
旅
行
担
当
者
研
修
会
で
､
小
倉
技
師

が
万
葉
集
ミ
ニ
講
座
の
講
師
を
務
め
る
｡

九
月

四
日

N
H
K
奈
良
放
送
局
六
十
周
年
記
念
番
組
の
取
材
に
'
井
上

研
究
員
が
対
応
｡

九
月

六
日

(樵
)
動
輪
の

｢近
鉄
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
｣
D
V
D
コ
ン
テ
ン
ツ
の

撮
影
取
材
に
､
井
上
研
究
員
が
対
応

(
二

月
二
八
日
発
売
)
0

九
月

八
日

美
夫
君
志
会
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

(会
場

‥
名
古
屋
市
か
う
楽
)
に

お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢巻
七
の
分
類
意
識
と
叙
景
表
現
｣

と
題
し
て
研
究
発
表
｡

九
月

一
一
日

船
宿
寺
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
'
葛
城
地
域
の
漢
詩
集
に
つ

い
て
'
井
上
研
究
員

･
竹
本
研
究
員
が
レ
ク
チ
ャ
ー
｡

九
月

二

一日

天
下

一
市
民
交
流
機
構
主
催
の

｢
の
べ
お
か
天
下

一
薪
能

･

能
楽
講
座
｣

(会
場

‥
延
岡
市
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ

ー
)
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢能

『
岩
船
』
と
龍
の

表
象
｣
と
題
し
て
講
演
｡

九
月

一
八
日

古
都
飛
鳥
保
存
財
団
主
催
の
｢飛
鳥
版
科
挙
｣
(飛
鳥
学
冠
位

叙
任
試
験
)
の
問
題
作
成
委
員
会
に
､
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

九
月
二
〇
日

森
林
整
備
課
主
催
の

｢記
紀
万
葉
の
鳥
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
｣

の
対
象
学
校
別
事
前
学
習
会
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が
講

師
を
務
め
る
｡

九
月
二
二
日

友
の
会
主
催
｢記
紀
万
葉
ウ
オ
ー
ク
⑤
水
の
郷

吉
野
宮
滝
を

巡
る
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

九
月
二
四
日

友
の
会
共
催
講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
研
究
員
が

｢巻
三
の
世
界

(上
)
二
八
九

～
二
九
九
番
歌
｣
を
講
義
｡

九
月
二
八
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第

一
回
)
を
講
義
｡

九
月
二
九
日

第
九
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢声
か
ら
文
字

へ
-
木
簡
に
記

さ
れ
た
詩
歌
と
古
代
東
ア
ジ
ア
の
詩
歌
の
場
-
｣

を
開
催
｡

多
田
伊
織
氏
(国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
准
教
授
)

研
究
代
表
に
よ
る
第
六
回
委
託
共
同
研
究

｢
『
万
葉
集
』
と

歌
木
簡
-
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
詩
歌
の
場
と
記
録
メ
デ
ィ
ア

の
展
開
｣

(平
成
二
二

･
二
三
年
度
実
施
)
の
成
果
報
告
と

し
て
実
施
｡
中
山
悟
万
葉
文
化
館
長
に
よ
る
開
催
挨
拶
の
後
､

基
調
講
演
と
し
て

｢安
騎
野
の
〝
か
ぎ
ろ
ひ
〟
｣
和
田
華
氏

(京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
)
､
報
告
と
し
て

｢歌
木
簡
の

可
能
性
と
限
界
-

『
万
葉
集
』
へ
の
道
程
｣
渡
部
亮

1
氏

(立

命
館
大
学
兼
任
講
師
/
儒
教
大
学
兼
任
講
師
)
'

｢木
簡
の

歌
と
歌
語
り
｣
遠
藤
慶
太
氏

(皇
畢
館
大
学
准
教
授
)
､

｢う

た
と
ふ
み
-
木
簡
に
記
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
｣
多
田
伊
織
氏
､
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｢地
方
官
衛
と
歌
木
簡
｣
竹
内
亮
氏

(大
阪
市
立
大
学
都
市

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
)
が
報
告
さ
れ
た
｡
そ
の
後
､

同
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

｢パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
｣
も
実

施
さ
れ
た
｡

特
別
展

｢よ
み
が
え
る
!
!
飛
鳥
の
技

･
万
葉
美
の
競
演
｣

(会
期

‥
九
月
二
九

～
一
一
月
二
七
日
)
を
実
施
｡
飛
鳥
池

工
房
遺
跡
関
連
展
示
を
担
当
｡

井
上
研
究
員
と
竹
本
研
究
員
が
､
特
別
展
に
つ
い
て
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
｡

九
月
三
〇
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢歌
木
簡
を
つ
く
る
｣

(2
回
実
施
)
で
､

竹
本
研
究
員
が
木
簡
に
つ
い
て
解
説
｡

1
0
月

四
日

高
森
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
研
修
視
察
に
お
い
て
'
竹
本
研

究
員
が
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
に
つ
い
て
解
説
｡

一
〇
月

五
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第
二
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月

六
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢歌
木
簡
を
つ
く
る
｣

(2
回
実
施
)
で
'

竹
本
研
究
員
が
木
簡
に
つ
い
て
解
説
｡

歴
史
街
道

･
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン

･
万
葉
文
化
館
連
携
リ
レ
ー

講
座

｢記
紀

･
万
葉
の
飛
鳥
を
ひ
も
と
く
｣

(会
場

‥
近
鉄

文
化
サ
ロ
ン
阿
倍
野
)
で
､
小
倉
技
師
が

｢飛
鳥
に
生
き
た

人
々
の
実
情
｣
と
題
し
て
講
演
｡

1
0
月

七
日

第
四
回
主
宰
共
同
研
究

｢飛
鳥
か
ら
の
発
信
-
万
葉
古
代
学

の
地
平
-
｣
の
第

二

回
研
究
会
に
お
い
て
'
竹
本
研
究
員

が

｢雷
の
丘
の
上
に
あ
る
も
の
｣
を
報
告
'
中
西
進
氏

(万

葉
文
化
館
名
誉
館
長

･
高
志
の
国
文
学
館
館
長
)
が

｢天
武

天
皇
の
王
権
｣
に
つ
い
て
講
義
｡

特
別
展

｢よ
み
が
え
る
!
飛
鳥
の
技

･
万
葉
美
の
競
演
｣
に

つ
い
て
'
小
倉
技
師
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
｡

一
〇
月

二

一日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第
≡
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月

一
五
日

友
の
会
共
催
講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
小
倉
技
師
が

｢巻

三
の
世
界

(上
)
三
〇
〇
～
三

〇
九
番
歌
｣
を
講
義
｡

一
〇
月

一
九
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第
四
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月
二

一
日

科
学
研
究
費
補
助
金

･
基
盤
研
究

(C
)

｢経
典
目
録
よ
り

み
た
古
代
国
家

の
宗
教
編
成
策
に
関
す
る
多
面
的
研
究
｣

(研
究
代
表
者

中
林
隆
之
)
の
平
成
二
四
年
度
第
二
回
研
究

会
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢山
田
寺
の
経
典
貸
借
目
録
に
つ
い

て
｣
と
題
し
て
研
究
発
表
｡

一
〇
月
二
八
日

特
別
展

｢よ
み
が
え
る
!
!
飛
鳥
の
技

･
万
葉
美
の
競
演
｣

に
つ
い
て
'
井
上
研
究
員
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
｡

一
〇
月
二
九
日

ユ
ネ
ス
コ

｢
E
S
D

(持
続
発
展
教
育
)
の

一
〇
年
｣
歴
史
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文
化
遺
産
人
材
育
成
会
議

(会
場

‥
奈
良
教
育
大
学
)
に
､

井
上
研
究
員
が
出
席
｡

一
一
月

二
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第
五
回
)
を
講
義
｡

一
一
月

三
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢
一
〇
〇
〇
年
前
の
本
づ
く
り
｣
で
､
小

倉
技
師
が
講
師

･
技
術
指
導
を
務
め
る
｡

森
林
整
備
課
主
催
の

｢記
紀
万
葉
の
鳥
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
｣

の
対
象
学
校
別
事
前
学
習
会
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が
講

師
を
務
め
る
｡

歴
史
街
道

･
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
･
万
葉
文
化
館
連
携
リ
レ
ー

講
座

｢記
紀

･
万
葉
の
飛
鳥
を
ひ
も
と
く
｣

(会
場

‥
近
鉄

文
化
サ
ロ
ン
阿
倍
野
)
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢古
代
飛
鳥
の

有
名
人
｣
を
講
演
｡

一
一
月

四
日

第
五
三
回
万
葉
古
代
学
講
座
お
よ
び
､
明
日
香
村
文
化
協

会

･
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
共
催

｢文
学
講
座
｣
と
し
て
'

井
上
研
究
員
が

｢
『
古
事
記
』
の
こ
と
ば
と
世
界
観
｣
を
講

演
｡

一
一
月

六
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
主
催
の
明
日
香
学
講
座
で
'
井
上
研
究

員
が

｢明
日
香

(飛
鳥
)
と
万
葉
集

(
一
)
｣
を
講
義
｡

一
一
月

九
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第
六
回
)
を
講
義
｡

一
一
月

一
〇
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢
一
〇
〇
〇
年
前
の
本
づ
く
り
｣
で
'

倉
技
師
が
講
師

･
技
術
指
導
を
務
め
る
｡

一
一
月

二

日

明
日
香
村
文
化
協
会

･
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
共
催

｢文
学

講
座
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢
『
古
事
記
』

(基
礎
編
)
-

下
巻
を
中
心
に
-
｣
を
講
演
.

一
一
月

二
二
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
主
催
の
明
日
香
学
講
座
で
'
井
上
研
究

員
が

｢明
日
香

(飛
鳥
)
と
万
葉
集

(
一
)
｣
を
講
義
｡

一
一
月

一
六
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第
七
回
)
を
講
義
｡

一
一
月

一
七
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢富
本
銭
を
つ
く
ろ
う
｣

(
一
日
二
回
実

施
)
で
､
竹
本
研
究
員
が
富
本
銭
に
つ
い
て
解
説
｡

友
の
会
主
催
｢記
紀
万
葉
ウ
オ
ー
ク
⑥

秋
色
の
葛
城
古
道
を

ゆ
く
｣
で
､
小
倉
技
師
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

災
害
か
ら
文
化
財
を
守
る
会
主
催
の

｢第

一
六
回
地
震

･
火

災
フ
ォ
ー
ラ
ム

｢大
和
郡
山
か
ら
歴
史
の
風
が
吹
く
I
"
言

の
葉
遺
産
″
の
魅
力
を
語
ろ
う
-
｣

(会
場

‥
イ
オ
ン
モ
ー

ル
大
和
郡
山
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
)
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
｡

｢古
事
記

･
日
本
書

紀

･
万
葉
集
の
な
か
の
災
害
｣
に
つ
い
て
報
告
し
'
篠
田
正

浩
氏

(映
画
監
督
)
'
橋
本
弘
隆
氏

(大
和
郡
山
市
古
事
記

二
二
〇
〇
年
紀
事
業
実
行
委
員
長
)
､
松
村
恵
司
氏

(奈
良
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文
化
財
研
究
所
長
)
､

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
土
岐
意
三
氏

(N
P
O
災
害
か
ら
文
化
財
を
守
る
会
理
事
長
/
立
命
館
大

学
教
授
)
ら
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
｡

二

月

一
八
日

万
葉
文
化
館
特
別
講
演
会
､
お
よ
び
奈
良
県

｢記
紀

･
万
葉

リ
レ
ー
ト
ー
ク
｣
の

一
環
と
し
て
､
宮
本
亜
門
氏

(浜
出
家
)

と
井
上
研
究
員
に
よ
る
対
談

｢古
代
の
物
語
の
不
思
議
と
魅

力
｣
を
実
施
｡

特
別
展

｢よ
み
が
え
る
!
飛
鳥
の
技

万
葉
美
の
競
演
｣
に
つ

い
て
､
竹
本
研
究
員
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
｡

一
一
月

一
九
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢巻

三
の
世
界

(上
)
三

一
〇
～
三

一
六
番
歌
｣
を
講
義
｡

二

月
二
〇
日

奈
良
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
主
催
の
飛
鳥
踏
査
に
お
い
て
､
井
上
研

究
員
が

｢飛
鳥
と
万
葉
集
｣
に
つ
い
て
講
義
｡

一
一
月
二
五
日

明
日
香
村
文
化
協
会
共
催

｢文
学
講
座
｣
で
､
小
倉
技
師
が

｢古
事
記

(基
礎
編
)
-
近
世
の

『
古
事
記
』
研
究
を
中
心

に
-
｣
を
講
義
｡

二

月
三
〇
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第
八
回
)
を
講
義
｡

〓

1月

1
日

企
画
展

｢万
葉
集
を
掘
る
-
古
代
の
こ
と
ば
と
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ー
｣
を
開
催

(会
期

‥
〓

1月

1
日
～
二
〇
二
二
年

一
月
二
七
日
)
0

歴
史
街
道

･
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン

･
万
葉
文
化
館
連
携
リ
レ
ー

講
座

｢記
紀

･
万
葉
の
飛
鳥
を
ひ
も
と
く
｣

(会
場

‥
近
鉄

文
化
サ
ロ
ン
阿
倍
野
)
で
'
井
上
研
究
員
が

｢国
際
都
市

･

飛
鳥
と
や
ま
と
う
た
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二

一月

二
日

奈
良
大
学

･
古
都
飛
鳥
保
存
財
団
連
携
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

｢記
紀
万
葉
の
飛
鳥
を
歩
く

～
万
葉
人
に
思
い
を
馳
せ
て

～
｣
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が
上
野
誠
氏

(奈
良
大
学
教

授
)
と
と
も
に
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

二

一月

七
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第
九
回
)
を
講
義
｡

二

一月

八
日

第
五
四
回
万
葉
古
代
学
講
座
で
'
小
倉
技
師
が

｢日
本
古
代

の
死
と
歌
-
大
御
葬
歌
を
考
え
る
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

企
画
展

｢万
葉
集
を
掘
る
-
古
代
の
こ
と
ば
と
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ー
｣
に
つ
い
て
'
井
上
研
究
員
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
を
実
施
｡

二

一月

一
四
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第
十
回
)
を
講
義
｡

二

一月

一
五
日

万
葉
文
化
館
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び
サ
ポ
ー
タ
ー
を

対
象
と
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
で
'
小
倉
技
師
が
講
師

を
務
め
る
｡

国
営
飛
鳥
歴
史
公
園

･
飛
鳥
里
山
ク
ラ
ブ
主
催
の
フ
ォ
ロ
ー
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ア
ッ
プ
研
修
で
'
井
上
研
究
員
が

｢土
地
の
持
つ
カ
ー
飛
鳥

と
万
葉
集
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二

一月

一
七
日

友
の
会
共
催
講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
研
究
員
が

｢巻
三
の
世
界

(上
)
三

一
七
～
三
二
五
番
歌
｣
を
講
義
｡

二

一月
二
七
日

第
七
回
委
託
共
同
研
究

｢伎
楽
面

･
舞
楽
面

･
能
面

･
狂
言

面
の
比
較
研
究
｣
(研
究
代
表
者

‥
見
市
泰
男
氏
･
京
都
嵯
峨

芸
術
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
/
能
面
打
師
)
の
第

一
回
共

同
研
究
会
を
開
催
｡

一
月

一
〇
日

N
P
O
法
人
寧
楽

･
平
城

･
奈
良
主
催
の

｢
｢記
紀

･
万
葉
｣

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

大
和

一
〇
〇
選
｣
の
受
賞
作
品
を
対

象
に
､
井
上
研
究
員
と
竹
本
研
究
員
が
写
真
に
該
当
す
る
万

葉
歌
の
選
定
員
を
つ
と
め
る
｡

一
月

一
一
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第
十

一
回
)
を
講
義
｡

一
月

二

一日

桜
井
市
観
光
協
会
主
催
の

｢万
葉
講
座
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
｣

に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
講
座

人
麻
呂
歌
に
詠

ま
れ
た
桜
井
市
｣
を
講
演
｡

一
月

二
二
日

美
夫
君
志
会

一
月
例
会

(会
場
‥中
京
大
学
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
)

に
お
い
て
､
小
倉
技
師
が

｢療
宮
挽
歌
の
形
成
と
衰
退
-
大

化
薄
葬
令
の
再
検
討
を
通
し
て
-
｣
と
題
し
て
研
究
発
表
'

井
上
研
究
員
が

｢飛
鳥
の
万
葉
｣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
者

お
よ
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
｡

一
月

一
四
日

万
葉
文
化
館
友
の
会
主
催
の
講
座
で
､
斎
友
軍
海
外
研
修
員

が

｢チ
ェ
ン
バ
レ
ン

『英
訳
古
事
記
序
説
』
｣
を
講
義
'
そ

の
後
'
井
上
研
究
員
'
竹
本
研
究
員
'
小
倉
技
師
に
よ
る
鼎

談

｢企
画
展

『
万
葉
集
を
掘
る
』
を
語
る
｣
を
実
施
｡

一
月

一
五
日

一
月
二

一
日

帝
友
軍
海
外
研
修
員
が
離
任
｡

友
の
会
共
催
講
座

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
小
倉
技
師
が

｢巻

三
の
世
界

(上
)
三
二
六
～
三
三
七
番
歌
｣
を
講
義
｡

一
月
二
三
日

奈
良
県
立
大
学
主
催

｢や
ま
と
ま
ほ
ろ
ば
学
講
座
｣
に
お
い

て
､
井
上
研
究
員
が

｢奈
良
の
文
化
-
古
事
記
･
日
本
書
紀

･

万
葉
集
か
ら
-
｣
と
題
し
て
講
義
｡

一
月
二
五
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢古
典
文

学
に
み
え
る
病
気
と
治
療
｣
と
題
し
て
特
別
講
義
の
講
師
を

務
め
る
｡
そ
の
後
'

｢万
葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣

(第
十

二
回
)
を
講
義
｡

一
月
二
六
日

第

一
八
回
東
京
講
座
と
し
て
､
東
京
都
の
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
館

で
竹
本
研
究
員
が

｢最
近
の
歌
木
簡
事
情
｣
を
講
演
｡

一
月
二
七
日

奈
良
市
主
催
の
中
部
公
民
館
講
座
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員

が

｢古
事
記
と
万
葉
集
｣
と
題
し
て
講
演
｡

※
肩
書
き

･
題
目
な
ど
は
､
す
べ
て
当
時
の
も
の
｡
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◆

専
任
研
究
員
の
お
も
な
業
績

(平
成
二
十
四
年
二
月
～
平
成
二
十
五
年
一
月
)

井
上
さ
や
か

[著
書
]

○
『
万
葉
集
か
ら
み
る

｢世
界
｣
』

(新
典
社
新
書
59
)
新
典
社
'
平
成
二
十

四
年
七
月

[研
究
論
文
]

O
｢文
化
の
総
体
と
し
て
の
文
学
-
季
節
表
現
と
題
画
詠
を
例
に
-
｣

(
｢万

葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣

1
0
号
)
平
成
二
十
四
年
三
月

O
｢万
葉
文
化
館
蔵

｢伝
江
南
院
龍
宥
筆
切
｣
に
つ
い
て
｣
分
担
執
筆

(
｢万

葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣

一
〇
号
)
平
成
二
十
四
年
三
月

O
r
｢関
山
月
｣
の
和
化
-

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
旅
の
一
視
点
-
｣

(大
学
教

育
出
版
編
集
部
編

『
旅
の
は
じ
ま
り
と
文
化
の
生
成
』
)
大
学
教
育
出
版
'
平

成
二
十
五
年

一
月

[研
究
発
表
]

O
｢巻
七
の
分
類
意
識
と
叙
景
表
現
｣

(美
夫
君
志
会
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
)
平
成
二

十
四
年
九
月

○
掛
け
合
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢飛
鳥
の
万
葉
｣

(美
夫
君
志
会

一
月
例
会
)
平

成
二
十
五
年

一
月

[そ
の
他
]

○
新
刊
紹
介

｢森
浩

一
氏
著

『高
菜
集
に
歴
史
を
読
む
』

(
｢美
夫
君
志
｣
八

三
号
)
､
平
成
二
十
四
年

一
月

O
｢万
葉
の
磐
余
-

"心
の
系
譜
″
で
読
み
解
く
-
｣

(
｢大
和
路
小
誌

や

ま
と
み
ち
｣

二

三

号
)
東
海
旅
客
鉄
道
(樵
)
'
平
成
二
十
四
年
三
月

O
｢記
紀
に
親
し
む

第
6
回

恋
多
き
天
皇
｣

(
｢県
民
だ
よ
り
奈
良
｣
三

月
号

〔第
三
〇
九
号
〕
'
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)
'
平
成
二
十
四
年
三
月

O
｢相
聞
｣

｢大
伴
旅
人
｣

｢山
上
憶
良
｣

｢山
部
赤
人
｣

｢大
伴
坂
上
郎
女
｣

｢大
伴
家
持
｣

(G
B
編

『
万
葉
集

歌
の
力
』
)
徳
間
書
店
､
平
成
二
十

四
年
五
月

O
｢ヒ
ト
コ
ト
ヌ
シ
｣

『
古
事
記

日
本
書
紀
に
出
て
く
る
謎
の
神
々
』

(新
人

物
文
庫
2
3
)
)

新
人
物
往
来
社
､
平
成
二
十
四
年
七
月

O
｢万
葉
集
を
訪
ね
て

第
8
回

明
日
香
川
｣

(
｢県
民
だ
よ
り
奈
良
｣
八

月
号

〔第
三

一
四
号
〕
'
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)
'
平
成
二
十
四
年
八
月

O
｢お
す
す
め
万
葉
歌
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
四
年
八
月
､
平
成
二
十

四
年
十

一
月
)

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
(
26
)

天
地
の
底
ひ
の
う
ら
｣

｢企
画
展

万

葉
集
を
掘
る
I
古
代
の
こ
と
ば
と
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ー

｣

(
｢天
飛
ぶ
｣

三
四
号
'
万
葉
文
化
館
友
の
会
)
'
平
成
二
十
四
年
十

一
月
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竹

本

晃

[研
究
論
文
]

O
｢石
見
相
聞
歌
に
お
け
る

｢妹
｣
の
視
界
｣

(
｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣

一
〇
号
)
'
平
成
二
十
四
年
三
月

O
｢都
に
通
う
も
旅
｣

(大
学
教
育
出
版
編
集
部
編

『
旅
の
は
じ
ま
り
と
文
化
の

生
成
』
)
大
学
教
育
出
版
､
平
成
二
十
五
年

一
月

〔第
三

一
六
号
〕
､
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)
､
平
成
二
十
四
年

一
〇
月

O
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
四
年
十
月
号
､
平
成
二
十
五
年

一
月
号

o
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
㈲
島
根
県
は
出
雲
だ
け
で
は
な
い
!
｣

(
｢天

飛
ぶ
｣
三
三
号
'
万
葉
文
化
館
友
の
会
)
平
成
二
十
四
年
七
月

小
倉
久
美
子

[研
究
報
告
]

O
｢あ
さ
な
ぎ
木
簡
の
書
記
者
｣

(美
夫
君
志
会
全
国
大
会
)
平
成
二
十
四
年
七
月

[そ
の
他
]

O
｢古
代
の
漢
字
｣

(奈
良
県
立
教
育
研
究
所
編

『
平
成

23
年
度
学
校
教
育
番

組

｢国
語
教
材
｣
』
)
平
成
二
十
四
年
三
月

O
｢万
葉
集
を
訪
ね
て

第
6
回

泊
瀬
川
の
歌
｣

(県
民
だ
よ
り
奈
良

四
月
号

〔第
三

1
0
号
〕
､
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)
､
平
成
二
十
四
年
四
月

O

｢万
葉
び
と
の
衣

･
食

･
住
の
歌
｣

｢高
市
黒
人
｣

｢高
橋
虫
麻
呂
｣

｢雑

歌
-
宮
廷
歌
謡
か
ら
旅
の
歌
ま
で
-

｣

(G
B
編

『
万
葉
集

歌
の
力
』
徳

間
書
店
)
'
平
成
二
十
四
年
五
月

O
｢記
紀
に
親
し
む

第
8
回

速
総
別
王
と
女
鳥
王
｣

(県
民
だ
よ
り
奈
良

七

月
号

〔第
三

二
二
号
〕
'
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)
､
平
成
二
十
四
年
七
月

O

｢記
紀
に
親
し
む

第
9
回

蓑
郁
命
と
平
群
の
志
毘
｣

(県
民
だ
よ
り
奈
良

九
月
号

〔第
三

一
五
号
〕
､
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)
'
平
成
二
十
四
年
九
月

C)
｢万
葉
集
を
訪
ね
て

第
9
回

飛
鳥
諸
宮
｣

(県
民
だ
よ
り
奈
良

10
月
号

[研
究
論
文
]

O
｢古
代
に
お
け
る
死
を
悼
む
和
歌
の
展
開
-
挽
歌
と
哀
傷
歌
の
比
較
検
討
を

通
し
て
-
｣

(
｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
一
〇
号
)
'
平
成
二
十
四
年
三
月

O
｢万
葉
文
化
館
蔵

｢伝
江
南
院
龍
零
筆
切
｣
に
つ
い
て
｣
分
担
執
筆

(
｢万
葉

古
代
学
研
究
所
年
報
｣

一
〇
号
)
､
平
成
二
十
四
年
三
月

O
｢日
本
古
代
に
お
け
る
天
皇
服
喪
の
実
態
と
展
開
｣

(
｢日
本
歴
史
｣
第
七

七
三
号
)
､
平
成
二
十
四
年
十
月

-156-

[研
究
発
表
]

O
｢確
宮
挽
歌
の
形
成
と
衰
退
-
大
化
薄
葬
令
の
再
検
討
を
通
し
て
-
｣

(美

夫
君
志
会
例
会
)
平
成
二
十
五
年

一
月

[そ
の
他
]

O
｢万
葉

花
の
歌
々
｣

｢万
葉
集
と
日
本
の
ふ
る
さ
と
｣

(G
B
編

『
万
葉
集

歌
の
力
』
徳
間
書
店
)
平
成
二
十
四
年
五
月

O
｢歌
碑
め
ぐ
り
｣

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
平
成
二
十
四
年
九
月
号
､
平
成
二
十
四

年
十
二
月
号
)




